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地域連携企画
桐蔭学園中等教育学校

まちづくりについて知り、中学⽣⽬線で
まちのなかの居場所について考えてみる

桐蔭学園中等教育学校で⾏われている「地域連携企画」の⼀環

で、2年⽣を対象に講演とワークショップを実施しました。

講演では、事前に撮影をした動画を授業で⾒ていただき、横浜

市や多摩⽥園都市のまちづくりとその歴史、次世代郊外まちづ

くりの取組、中学⽣が共感できるまちづくりの事例などを紹介

しました。

ワークショップでは、「中学⽣の居場所」をテーマに、⾃分た

ちにとっての居⼼地の良い場所の特徴や楽しいこと・ワクワク

することを整理しながら、まちとの接点を考え、「楽しい」が

集まるまちの居場所のアイデアを出していただきました。

中学⽣ならではの視点が⼊った居場所のアイデアに、発表時に

は会場のみなさんが笑顔になり、とても楽しみながら取り組ん

でもらえたことがわかりました。

コミュニティ・担い手 暮らし・住まい



コミュニティ・担い手 保育・子育て 健康

アントレプレナーシップ講座
神奈川県⽴元⽯川⾼校

アントレプレナーシップ講座は、起業家精神などを学びながら、

企業や⾃治体、NPO、⼤学などと協同し、実践的な内容を取り

⼊れながら、元⽯川⾼校の科⽬として実施されている授業です。

昨年度に引き続き、次世代郊外まちづくり事務局が本講座のパ

ートナーとして取り組みました。

今年度は「⾼校⽣が考える『ひろがるAOBAエシカルライフ』」

というテーマを投げかけ、様々な分析・提案をしていただきま

した。難しいテーマでしたが、それぞれの班が考える「エシカ

ル」を定義し、調査や検討進めてくださいました。

最終発表では、オリジナリティ溢れるわかりやすいプレゼンテ

ーションで発表してくださいました。

講座終了後、AOBA賞とエシカルライフ賞を受賞した有志の学⽣

さんによるスピンアウト企画を実施しました。

地域から広がる「エシカルライフ」を
⾼校⽣⽬線で考える、提案する

働き方 暮らし・住まい 情報発信



コミュニティ・担い手 保育・子育て 健康

総合学習
横浜市⽴美しが丘⼩学校

美しが丘⼩学校の6年2組を対象に、地域を知り再発⾒するこ
とでまちへの愛着や誇りを持ってもらうことを⽬的とした総
合学習を計画しました。

授業は90分間で、横浜市のまちづくり・次世代郊外まちづく
り・いろんな⼈が⾏っているまちづくりに関する講義から始
まり、各スポットに隠れているまちづくりの要素・⼯夫など
をクイズ形式で出題・解説するまちづくりクイズを⾏いまし
た。

また、「美しが丘のまちやまちづくりを紹介しよう」という

テーマのもと、ワークショップを⾏い、話し合ったことを発
表していただきました。「つながるたまプラーザ」というキ
ャッチコピーを紹介していただいたり、「まちづくりにはた
くさんの⼈が関わっている︕」などの気づきを紹介していた
だきました。

地域への愛着や誇りが⽣まれる
地域の再発⾒ができる総合学習を企画
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暮らし・住まい

Well-beingカンパニーを作る
Redesign for Wellbeing Community
台湾・横浜アイデアソン

空き家や空き地再利⽤、多世代共⽣などをテーマに、アフターコロナの横浜市における郊外部の課題共有と共創企業からのインプット
や、台湾における持続可能な開発とビジョンに関するレクチャーを⾏いました。また、問題意識や課題現状分析に関するワークショッ
プ、インパクトロジックモデルを使ったビジネスランニングに関するワークショップを⾏いました。

住宅とコミュニティを中⼼に、持続可能な開発に向ける郊外部の活性化

●プラットフォーム

Gather.Town（ギャザータ
ウン）は、参加者が移動し
ながら会話したり、会議や
ディスカッションができる
バーチャルオフィスです。
このプラットフォームは、
「メイン会議」と「ブレイ
クアウトルーム」の両⽅を
必要とするハッカソン形式
のイベントに最適です。

暮らし・住まい
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暮らし・住まいM-NEXプロジェクト
美味しくて健康的な環境に優しいレシピづくりゲーム
慶應義塾⼤学情報環境学部・政策メディア研究科
厳網林研究室

「美味しくて健康的な環境に優しいレシピづくりゲーム」は⾷材の形をした⽴体型模型を⽤いて環境と健康⾯の両⽅を考慮したカレー
のレシピを作成するものです。模型の表⾯は⾷材の絵柄、⾷材量、⽣産国を、裏側は⾷材の栄養素を表しています。模型の重さは⽣産
時に排出される⾷材量当たりのCO₂排出量となっており、参加者は模型を⼿にとってCO₂の重さを感じながらカレーに必要な⾷材を選択、
その総CO₂排出量を秤で計測します。

「美味しくて健康的な環境に優しいレシピづくりゲーム」を開発

暮らし・住まい

ワークショップ１回目「脱炭素を楽しく学ぼう」

主催者：青葉区役所区政推進課企画調整係

実施日時・場所：2022年12月3日、9:30～15:00、こどもの国
参加者：未就学児や小学生
使用模型：国産2セット、食材計39種類
進め方：栄養素別に食材を選択しやすいよう栄養素を示す色紙の上に模型を配
置した。ゲーム前にCO₂に関する紙芝居を実施し、5つの食材を選んでもらった。
秤で選択した食材の総CO₂排出量を計測後、以下の脱炭素貢献度のどこに位置
するかを把握してもらった。

2022/12/3 
レシピのCO₂排出量 レシピ数

0～100(g-CO₂) 16

100～200(g-CO₂) 16

200～300(g-CO₂) 10

300～400(g-CO₂) 8

400～(g-CO₂) 3

合計 53

ワークショップ2回目「田園都市から始めるゼロカーボンフェスタ」

主催者：次世代郊外まちづくり
実施日時・場所：2023年2月11日、10:00～16:00、スプラス青葉台
参加者：中高生や大人
使用模型：国産1セット＋海外産1セット、食材計39種類
進め方：国産の隣に海外産を並べて俯瞰できるよう低めの机を円状に設置し、
買い物感覚で模型を選択してもらった。参加者のCO₂認知度が高かったため紙
芝居は省略し、海外産を参加者が選択した場合は、輸送によるCO₂排出量模型
を選択した数に応じて追加で計上した。

2022/12/3 
レシピのCO₂排出量 レシピ数

0～100(g-CO₂) 8

100～200(g-CO₂) 13

200～300(g-CO₂) 13

300～400(g-CO₂) 11

400～(g-CO₂) 9

合計 54


